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	① 愛情と責任を持って、最後まで飼いましょう。
② 近所迷惑にならないように飼いましょう。
③ 犬は登録し、年１回狂犬病予防注射を受けましょう。（※１）
④ 犬は必ずつないで飼いましょう。（※２）
少しの時間だから、散歩のかわりに…そんな理由で犬を放していませんか？
うちの犬は悪いことはしないから…と思っているのは飼い主さんだけかもしれません。
⑤ 犬のフンの始末は、飼い主が責任をもって行ないましょう。
犬のフンのポイ捨ては市の条例により禁止されています。（※３）
⑥ 飼い犬には、鑑札、狂犬病予防注射済票を装着してください。
犬も猫も迷子札をつけ、飼い主さんが特定できるようにしましょう。（※１）
⑦ 猫は完全室内飼育しましょう。
⑧ 繁殖を希望しないときは、去勢・不妊手術をしましょう。
⑨ 飼い犬・飼い猫が行方不明になった時は「いつか帰ってくるだろう・・・」
と思わず、すぐに次の場所へ連絡してください。
広島県動物愛護センター、庄原市環境政策課、最寄りの警察署
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※１【狂犬病予防法】第４条、第５条（抜粋）





第４条　犬の所有者は、犬を取得した日（生後九十日以内の犬を取得した場合にあつては、生後九十日を経過した日）から三十日以内に、厚生労働省令の定めるところにより、その犬の所在地を管轄する市町村長（特別区にあつては、区長。以下同じ。）に犬の登録を申請しなければならない。


３　犬の所有者は、前項の鑑札をその犬に着けておかなければならない。





第５条　犬の所有者（所有者以外の者が管理する場合には、その者。以下同じ。）は、その犬について、厚生労働省令の定めるところにより、狂犬病の予防注射を毎年一回受けさせなければならない。


３　犬の所有者は、前項の注射済票をその犬に着けておかなければならない。














※２【広島県動物愛護管理条例】第５条（抜粋）


飼い犬の所有者は、飼い犬をけい留しておかなければならない。








※３【庄原市ポイ捨て等防止に関する条例】第７条（抜粋）





「犬の飼い主は、自ら飼養し、又は保管する犬が、道路、河川、公園その他の公共の場所及び他人が所有し管理する場所（以下「公共の場所等」という。）においてふんを排せつしたときは、そのふんを適切に処理しなければならない。」











